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映
画

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

舞
台
と

し

て
知
ら
れ
る
葛
飾

区
の
柴
又
帝
釈
天
周
辺
で
２０

日
、
柴
又
の
魅
力
を
紹
介
す

を
受
け
、
グ
ス
ト
に
よ
る
座
談

会
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

は
昨
年
に
続
い

て
取
り
や
め
と

な

っ
た
。

福
岡
県
田
川
市
か
ら
夫
婦

で

訪

れ

た

重

松

博

さ

ん

（
７１

）
は

「
毎
週
の
よ
う
に

『
男
は

つ
ら

い
よ
』
を
見

て
い
る
の
で
、
ず

ミ
Ｊ

ヽ

′
ヽ

だい
」華ミ

た
Ｚ
ヱ
隧
是
引
つ
と
呵
　
身
“万
三
Ｆ

梅

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
宮
川

直
明
会
長
）
は
、
青
梅
市
に
生

理
用
品
と
乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
を

寄
贈
し
た
。

市
が
生
理
用
品
の
寄
付
を
呼

び
か
け

て
い
る

こ
と
に
応
じ
た

も
の

で
、
宮
川
会
長
は
２０
万
円

分
の
生
理
用
品
と
１０
万
円
分
の

乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
の
寄
贈
目
録

を

浜

中

啓

一
市

長

に
手

渡

し

週
月
匡
口
Ｃ
酉
右
を
対
ど
力

　

ヽ

め
ら
う
人
が
受
け
取
り
や
す
い

よ
う
に
、
窓

口
に
置
い
た
専
用

看
板
を
指
さ
せ
ば
、
手
渡
す
工

夫
を
し
た
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

に
ダ
ウ

ン

ロ
ー
ド
し
た
専
用
画

像

を

提

示

し

て
も

受

け

取

れ

る
。

2021年 (令和3年)ll月 21日 (日曜日)(第 3種 郵 使 物 認 可 )

後
遺
症

理
解
し
治
療
検
討

病院の実力「前立腺がん」
医療 機 関 別 2020年治 療 実 績

(読売 新 聞 調 べ )

放射線治療

慈 恵 医 大 70
12

東 京 大

が ん 研 有 明

永
久
挿
入
密
封
小
線
源
（件
）

※
外
照
射
と
の
併
用
含
む

外
照
射

手
術

（件
）

ヽ
主
レ

〆
Ｆ

ヽ

今
回
は
、
前
立
腺
が
ん

を

取
り
上
げ
る
。
国
立

が
ん
研

究
セ

ン
タ
ー
の

最
新
の
発
表

で
は
、
年
間

新
規
患
者
数
は

推
計

約
９
万
５
０
０
０
人

で

男
性

の
が
ん

の
中

で
最
も
多

い
。

一
方
で
、

１０
年
生
存
率
は

９８

ｏ
７
％
と
全
が
ん
の
中
で
最

も
高
い
。

が
ん
が
前
立
腺
の
中
に
と
ど

ま

っ
て
い
れ
ば
、
手
術
で
も
放

射
線
治
療
で
も
根
治
が
期
待
で

き
る
だ
け
に
、
治
療
を
検
討
す

る
際
は
、
後
遺
症
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

手
術
は
前
立
腺
を
全
摘
す
る

の
が
基
本
だ
。
下
腹
部
に
小
さ

な
穴
を
複
数
開
け
て
行
う
腹
腔

鏡
手
術
が
普
及
し
て
い
る
が
、

手
術
後
に
は
尿
漏
れ
が
起
き
た

り
、
性
機
能
障
害
が
残

っ
た
り

し
や
す
い
。

放
射
線

治
療
で
は
、
主
に
、

体
の
外
か
ら

が
ん

に
放
射
線

を
照
射
す
る

「
外
照
射
」
と
、

放
射
性

物
質
の
入

っ
た
小
さ

な
カ
プ
セ
ル
を

前
立
腺

に
埋

め
込
み
、
内
側
か
ら
照
射
す
る

「
永
久
挿
入
密
封
小
線
源
」
が

あ
る
。

外
照
射
に
伴
う
副
作
用
と
し

て
は
、

・
短
期
的
に
は
頻
尿
や
血

尿
な
ど
が
、
長
期
的
に
は
慢
性

膠
鵬
炎
や
直
腸
炎
に
よ
る
出
血

な
ど
が
あ
る
。
永
久
挿
入
密
封

小
線
源
で
も
頻
尿
な
ど
が
起
こ

り
や
す
い
。

が
ん
が
骨
に
転
移
し
た
場
合

な
ど
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
を
薬

で
抑
え
る

「
ホ
ル
モ
ン

療
法
」
を
検
討
す
る
。

前
立
腺
が
ん
は
、
比
較
的
進

行
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
の
で
、

が
ん
が
小
さ
く
、
悪
性
度
が
低

け
れ
ば
、
定
期
的
に
血
液
検
査

を
受
け
な
が
ら
、
経
過
観
察
を

続
け
る

「
監
視
療
法
」
を
選
ぶ

場
合
も
あ
る
。

一　

全
国
の
調
査
結
果
は
１７

一
日
の

「
安
心
の
設
計
面
」

一
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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「国

。
」
は
国
立
病
院
機
構
、

「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
」
は
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
、

「セ
」
は
セ
ン
タ
ー
、

「
一
」
は
無
回
答
き
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